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桜丘北小学校・不登校児童対応方針 

不登校支援の考え方  

不登校児童生徒に対して「学校への登校」という結果のみを目標とせず、個々の状況に応じて社会的自立への支 

援を行うことを目標とする。学校は、一人ひとりの力を伸ばしつつ、他者との関わりの中で、社会において自立的に生 

きる基礎を養う役割を担う。誰にも安全・安心な居場所があり、一人一人が個性を発揮することができる学校教育の 

一層の充実を図る。 

５つのレベルに応じた不登校対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

学校の組織体制 

 不登校対策チーム 

 

不登校対策チームを組織し、管理職、不登校担当中心に、定期的に不登校対策会議（児童支援部内でも可）を開催 

し、一人ひとりの状況に応じた支援方針を検討する。不登校対策チームは校内の職員だけでなく、必要に応じて心理の専 

門家であるスクールカウンセラー、福祉の専門家であるスクールソーシャルワーカーとの連携を密にし、様々な視点を取り 

入れた支援を検討する。スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等との連携については、不登校担当等が窓口 

となり、コーディネーターの役割を担い、スムーズな情報共有を心がける。 

また不登校対策は、不登校となっている児童への対応は当然重要なことだが、未然防止の観点から、教育相談等の充 

実を図り、小さな SOSを見逃さないような取組（アンケート等による日々の心身の状況の把握、友人関係の様子等の把 

握）を進めていくことも大切である。また、気になる児童については情報共有を徹底し、不登校対策会議やケース会議等で 

アセスメントを実施し、適切な対応を検討する。 


